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１ はじめに 

  本市の公共下水道（汚水）事業は、昭和 31 年に既成市街地を中心に当初事業認可を取

得し、市の発展に歩調をあわせるように数次にわたる事業認可の変更を行い、下水道整備

を進めてきました。その結果、平成 14 年度に市街化区域の下水道整備が概ね完了し、平

成 15 年度からは平成 13 年度に策定した「第１次市街化調整区域下水道整備計画（以下、

「第１次計画」という。）」に基づき、市街化調整区域の下水道整備を進めてきたところで

す。 

  この第１次計画に基づく下水道整備事業の期間が、令和６年度をもって終了となること

から、引続き、市街化調整区域内の下水道整備を進めるため、「第２次市街化調整区域下

水道整備計画（以下、「第２次計画」という。）」を策定するものです。 

 

２ 今後の市街化調整区域の下水道整備方針 

  今後の市街化調整区域の下水道整備については、一定の期間内に限られた予算を効率的

に活用し進めていく必要があることから、優先的に整備する区域を抽出するため、令和５

年８月３日に開催した所沢市上下水道事業運営審議会（以下、「審議会」という。）におい

て、「今後の市街化調整区域の下水道整備方針について」を諮問し、延べ４回の審議会に

よる審議を経て、令和６年２月７日に開催した審議会で答申をいただきました。 

第２次計画の整備対象区域については、この答申に基づき、「今後の市街化調整区域の

下水道整備方針」により抽出した区域とします。 
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３ 第２次市街化調整区域下水道整備計画 

  整備計画名：第２次市街化調整区域下水道整備計画 

  整 備 期 間：令和８年度から令和１７年度の１０年間 

          前期：令和 ８年度から令和１２年度 

後期：令和１３年度から令和１７年度 

  整備対象面積：約４８ヘクタール 

  整備対象人口：約１，４００人 

  管渠布設延長：約２２,５００メートル 

  概算事業費：約４３億円 

  整備対象区域：整備対象区域図のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備対象区域一覧 
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※数字は検討単位ブロック、  は第１次計画の補完整備箇所 

整備対象区域図 

  前期整備対象区域 

  後期整備対象区域 

●三ケ島保育園 

●早稲田大学所沢キャンパス 

●北野総合運動場 

●北中運動場 
●狭山ケ丘中学校 

●富岡小学校 

●米軍所沢通信基地 

●所沢市役所 
●所沢市上下水道局庁舎 

●滝の城址公園 

●所沢 IC 

●柳瀬小学校 
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４ 参考資料 

  第２次市街化調整区域下水道整備計画を作成するにあたっては、以下のとおり各項目の

検討を行いました。 

４－１ 整備対象区域 

  今後の市街化調整区域の下水道整備において、優先的に整備する区域については、「３

－１ 整備対象区域抽出フローによる抽出区域」、「３－２ 下水道整備に関する要望箇所」

及び「３－３ 第１次計画の補完整備箇所」とします。 

 

４－１－１ 整備対象区域抽出フローによる区域 

  整備対象区域抽出フローによる抽出方法は以下のとおりです。 

 

 ①検討単位ブロックの設定 

   市街化調整区域の下水道未整備区域において、「埼玉県生活排水処理施設整備構想見

直しに伴う市町村生活排水処理基本計画等見直し作業マニュアル（令和元年５月 埼玉

県）（以下、「県マニュアル」という。）」に基づき設定した検討単位区域を以下の考え方

により検討単位ブロックとして集約（ブロック化）する。 

検討単位ブロックにすることにより、個人宅を特定せずに「下水道整備等に関するア

ンケート」の結果を費用比較等に活用することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜検討単位区域の集約（ブロック化）の考え方＞ 

 所沢市生活排水処理基本計画における検討単位区域や市街化調整区域公共下水道

基本計画における管渠ルートを参考とする。 

 管渠ルートの流向・系統に沿って検討単位区域を集約する。 

 集約した検討単位区域の合計面積を目安に、管渠ルートの会合点付近で分割する。

なお、各ブロック面積の目安は、概ね約 3～4ha 程度とする。 

 「所沢市生活排水処理基本計画（令和 2 年 3 月）」の費用比較により選定された整

備手法（下水道、合併処理浄化槽等）の検討単位区域をできるだけ集約する。 
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図 4-1 ブロック化のイメージ図 
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図 4-2 検討単位ブロック図 

縮尺＝FREE 
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 ②費用比較 

   ①で設定した検討単位ブロックごとに下水道整備に要する費用（年価）、合併浄化槽

の放流先整備に要する費用（年価）を算出し、費用比較を行う。なお、費用の算出方法

については以下のとおりである。 

 

  【費用の算出方法】 

   a）下水道整備に要する費用（年価） 

     ・管渠建設費÷耐用年数 

      ※管渠建設費：所沢市管渠整備実績単価（土被り別）（令和２年９月）を使用 

     ・ポンプ施設建設費÷耐用年数 

     ・処理場建設費÷耐用年数 

     ・管渠年間維持管理費 

     ・ポンプ施設年間維持管理費 

     ・処理場年間維持管理費 

 

   b）合併浄化槽の放流先整備に要する費用（年価） 

     ・排水管建設費÷耐用年数 
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  【参考】管渠の整備単価 

   下水道整備に要する費用を算出する際、市の実情に応じた過去の実績単価を活用する

ことが適していると考えられることから、開削/推進、土被りの条件別に整理した以下

の実績単価を採用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】耐用年数 

   整備手法の費用比較には、生活排水処理施設の耐用年数を考慮し、年あたりの整備費

用（年価）に換算する必要がある。耐用年数については、以下の県マニュアルの耐用年

数を採用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-1 所沢市管渠整備実績単価（土被り別）（令和２年９月） 

表 4-2 耐用年数 
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 ③比率≧１となるブロックを抽出 

   ②で算出した下水道整備に要する費用（年価）、合併浄化槽の放流先整備に要する費

用（年価）から比率（＝合併浄化槽の放流先整備に要する費用（年価）/下水道整備に

要する費用（年価））を算出し、比率≧１、つまり下水道整備に要する費用（年価）が

合併浄化槽の放流先整備に要する費用（年価）より安価となる検討単位ブロックを抽出

する。 
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表 4-3 費用比較結果 
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 ④下水道接続希望率＞５０％となるブロックを抽出 

   ③で抽出した検討単位ブロックのうち、「下水道整備等に関するアンケート調査（令

和３年度実施）」の結果から、下水道接続希望率が５０％を超える検討単位ブロックを

抽出し、整備対象区域とする。 

   なお、下水道接続希望率については、検討単位ブロックで「下水道整備等に関するア

ンケート調査」の調査票配布数が異なることから、統計的な処理を行い、必要回収数を

満たす回収数があった検討単位ブロックについて、その検討単位ブロックの下水道接続

希望率をして捉えるものとする。 

 

  【参考】必要回収数 

   「下水道整備等に関するアンケート調査（令和３年度実施）」における調査票配布数

の違いによる影響を小さくするため、統計的に信頼度９０％、許容誤差１５％となる回

収数（必要回収数）を設定する。 

 

＜必要回収数  の求め方＞ 

 

 

 

：必要回収数 

：調査票配布数 

：信頼度（90%の場合は 1.645） 

：許容誤差（15％） 

：回答比率（50％） 
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表 4-4 下水道接続希望率結果 
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４－１－２ 下水道整備に関する要望箇所 

   整備対象区域抽出フローによる区域に抽出されなかった検討単位ブロックの中には、

これまでに「下水道整備に関する要望書」が市に提出されている箇所がある。このよう

な箇所については、要望箇所に限定し、再度費用比較を行い、その結果、下水道整備に

要する費用（年価）が合併浄化槽の放流先整備に要する費用（年価）より安価となった

場合は、要望箇所を整備対象区域とする。 

 

４－１－３ 第１次計画の補完整備箇所 

  第１次計画では、町名、大字名単位による区域分割をしたため、道路を挟んで一方が整

備対象区域、もう一方が整備対象区域外となった箇所がある。このような箇所については、

第１次計画の補完整備とし、整備対象区域とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 第１次計画の補完整備箇所例 

 

縮尺＝FREE 



16 

 

４－１－４ 整備対象区域のまとめ 

「３－１ 整備対象区域抽出フローによる抽出区域」、「３－２ 下水道整備に関する要

望箇所」及び「３－３ 第１次計画の補完整備箇所」から、優先的に整備する区域とな

った検討単位ブロック及び箇所は以下のとおりであり、これらを第２次計画の整備対象

区域とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-5 第２次計画の整備対象区域一覧 
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図 4-4 整備対象区域図 
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早稲田大学所沢キャンパス 

●米軍所沢通信基地 

●所沢市役所 
●所沢市上下水道局庁舎 

●所沢 IC 

●柳瀬小学校 

●北中運動場 

●北野総合運動場 

●三ケ島保育園 

●富岡小学校 

●滝の城址公園 

●狭山ケ丘中学校 

縮尺＝FREE 
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４－２ 整備期間 

  第２次計画の整備期間は、令和８年度から令和１７年度までの１０年間とする。なお、

１期５年間とし、前期・後期に分けて整備する。 

 

４－２－１ 前期・後期の振り分けについて 

  前期・後期の振り分けについては、整備対象区域となった検討単位ブロックのうち、下

水道接続希望率が高いブロックを前期とすることを基本とする。また、第１次計画の補完

整備箇所については前期とする。ただし、下水道の整備が、原則、下流から整備していく

ことや工事場所の平準化等により、振り分けや整備順が前後する可能性がある。 
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４－３ 計画策定までの主なスケジュール 

実施日 審議会・手続等 内容等 

令和２年 

７月１６日 
業務委託 

・生活排水処理施設整備方針検討業務委託 

（令和２年７月１６日～令和４年３月２５日） 

①第１次計画の検証（令和２年度） 

②令和７年度以降の整備方針の検討（令和３年度） 

令和３年 

６月１７日 

～ 

７月５日 

アンケート調査 ・下水道整備等に関するアンケート調査 

令和５年 

５月２６日 
第１回審議会 

・市街化調整区域下水道整備事業のこれまでの取組と現状に

ついて 

８月３日 第２回審議会 

委嘱状交付、会長・副会長の選出 

諮問書受渡し 

・今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

議題 

・今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

８月２２日 政策会議 

発議 

・今後の市街化調整区域の下水道整備方針（素案）の協議を

お願いします 

８月２８日 市議会への説明 
説明 

・今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

９月４日 

～ 

１０月３日 

パブリックコメント 

意見募集 
・今後の市街化調整区域の下水道整備方針（素案）について 

１１月８日 第３回審議会 
議題 

・今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

１１月１７日～ 

１２月１５日 

パブリックコメント 

意見と意見に対する市

の考え方の公表 

 

令和６年 

１月１２日 
第４回審議会 

議題 

・今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

２月７日 第５回審議会 

議題 

・今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

答申書受渡し 

・今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 
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４－３－１ 令和５年度所沢市上下水道事業運営審議会 開催実績 

審議会 開催日 議題等 

第１回 
令和５年 

５月２６日 

議題 

（１）令和５年度所沢市上下水道局主要事業の概要について 

（２）市街化調整区域下水道整備事業のこれまでの取組と現状に

ついて 

（３）その他 

委  員  改  選 

第２回 ８月３日 

委嘱状交付、会長・副会長の選出 

諮問書受渡し 

・今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

・令和４年度所沢市上下水道局施策事業の進捗状況について 

・第２次所沢市下水道事業経営計画の策定について 

議題 

（１）今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

（２）その他 

第３回 １１月８日 

議題 

（１）今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

（２）令和４年度所沢市上下水道局施策事業の進捗状況について 

（３）その他 

第４回 

 

令和６年 

１月１２日 

 

議題 

（１）今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

（２）令和４年度所沢市上下水道局施策事業の進捗状況について 

（３）その他 

第５回 ２月７日 

議題 

（１）今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

（２）令和４年度所沢市上下水道局施策事業の進捗状況について 

（３）その他 

答申書受渡し 

・今後の市街化調整区域の下水道整備方針について 

・令和４年度所沢市上下水道局施策事業の進捗状況について 
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令和５年度所沢市上下水道事業運営審議会 委員名簿 

番号 会長/副会長 氏名
し め い

 備考 

１ 会長 北
きた

野
の

 大
まさる

 秋草学園短期大学 

２ 副会長 金子
か ね こ

 修三
しゅうぞう

 所沢商工会議所 

３  越
お

阪部
さ か べ

 眞
まこと

 所沢市環境推進員連絡協議会 

４  小澤
お ざ わ

 峰子
み ね こ

 所沢市連合婦人会 

５  小西
こ に し

 綾子
りょうこ

 市民公募 

６  永井
な が い

 儀男
の り お

 埼玉県荒川右岸下水道事務所 

７  西村
にしむら

 めぐみ
め ぐ み

 市民公募 

８  本田
ほ ん だ

 静
しず

香
か

 所沢市公共施設管理公社 

（敬称略、会長・副会長を除き氏名５０音順） 
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４－３－２ 今後の市街化調整区域の下水道整備方針（素案）に関

する全所属意見照会 

 

１ 意見照会の概要 

（１）照会期間 

   令和５年８月２２日（火）～令和５年８月３０日（水） 

（２）回答方法 

   電子メール 

 

２ 結果概要 

（１）回答所属数   ７課（経営企画課、財政課、高齢者支援課、資源循環推進課、 

商業観光課、道路建設課、教育施設課） 

（２）意見総数   １４件 
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今後の市街化調整区域の下水道整備方針（素案）に関する意見および意見に対する対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

頁 項目 ご意見 変更・修正理由 備考 意見に対する対応

1 2 柱書の文章の配字を調整する。 柱書の文章が左に偏っている。 高齢者支援課 ご意見を踏まえ修正します。

1
③合併浄化槽の放流先整備費/下水道整
備費の費用比較
作表

管渠・処理場維持管理費は公営企業会計からの執行であり、合併浄化槽に係る維持管理は
私費である。当然のことながら、下水道整備に要する費用は過大な比較が予想される。経済
的の判断としては、浄化槽整備エリアの条件が著しく狭くなると思われます。

資源循環推進課 参考とさせていただきます。

1
③合併浄化槽の放流先整備費/下水道整
備費の費用比較
作表

汚水管の整備費には、受益者負担金を徴収することから、下水道整備に要する費用から除
かなければならない。

資源循環推進課 参考とさせていただきます。

2 整備対象区域抽出フローの④ 希望率が50％超となっていますが、低くはないですか？

下水道整備が決定すると、当該対象地域の方は必ず下水道に
接続することとなり、ある意味制限を受けることとなります。
「50％超」という数値が対象者の合意の上であれば問題ないも
のと思いますが、かなりリスキーな数値のような気がします。
また、アンケート調査の結果については、リアルな負担金をお見
せした上での回答でしょうか？
もしそうでなければ、多方面からクレームがありそうな気がしま
す。

経営企画課

希望率の設定については、ご意見を踏まえ検討し
ます。
また、アンケート調査では、下水道接続にかかる
費用（受益者負担金、宅内排水設備改造費、下水
道使用料）についての説明資料を同封したことか
ら、ご覧いただいた上での回答と捉えています。

2
4．今後の市街化調整区域の下水道整備
方針（素案）
１．市の財政状況にあった計画とする。

市の財政状況と書くと、市の一般会計からの操出を前提に予定を組んでいるように見える。
本来は、使用料をもって会計内で調整を行うべきという考え方が先に来るべきではないか。
初めから「市の」と書かず、「下水道事業会計の財政状況」などの表現に変更いただきたい。

財政課 ご意見を踏まえ修正します。

2
4.今後の市街化調整区域の下水道整備方
針（素案）

抽出フロー④において接続希望率が５０％を超えるものを対象としていますが、希望率の計
算については、参考資料によると回答数のうちの希望数となっています。
この計算によりますと、対象者に対する割合でないことから、実際の希望数は５０％を超えて
いないのではないでしょうか。

財政課

実際の対象者（配布数）に対する希望数の計算で
は希望率は５０％を超えていません。今回のアン
ケート調査では、回答されなかった方の意向がわ
からないことやブロックにより配布数の違いがある
ことから、統計的な処理を行うことで、対象者（配
布数）に対する希望率と判断できる希望率を算出
し、その希望率が５０％を超えるものを対象として
います。

2
4.今後の市街化調整区域の下水道整備方
針（素案）
項番5

下水道整備区域に位置付けられている本市は、次期整備計画以降についても引き続き、下
水道の整備を行っていくものと捉えてよろしいか伺います。
本文中に「改めて整備方針の検討」とは、下水道を整備しない方向性を示すのでしょうか。

資源循環推進課

本市では、狭山湖周辺及び米軍通信基地を除く約
6,600haを下水道全体計画区域としていますが、次
期整備計画以降の下水道整備については、改め
て整備方針の検討を行い、上下水道事業運営審
議会に諮ったうえで決定したいと考えています。

2
4.今後の市街化調整区域の下水道整備方
針（素案）
項番2

「人口推移や都市機能の集約化などの動向を考慮した計画期間」とは、具体的に計画期間を
大まかにでもは示すことができないものか伺います。

資源循環推進課
具体的な計画期間については、今後開催される上
下水道事業運営審議会において審議いただく予
定です。

2
4.今後の市街化調整区域の下水道整備方
針（素案）
項番3

合併浄化槽の処理水の放流先は、道路管理者に占用許可を得た場合は道路の側溝（市費）
です（側溝までの配管は私費）。側溝が利用できない場合には、放流可能な河川・水路等に
向けて、排水管を（私費）で整備することとなります。
費用比較の結果、「合併浄化槽の放流先整備」の方が「経済的」となった場合は、市が（公
費）をもって排水管や放流先を整備するものと捉えられないでしょうか。

資源循環推進課

今回の費用比較は、次期下水道整備計画の整備
対象区域を抽出するために行ったものであり、整
備対象区域外となった区域＝合併浄化槽整備対
象区域ではないことから、ご意見を踏まえ、誤解が
生じないよう対応したいと考えています。

2
4.今後の市街化調整区域の下水道整備方
針（素案）

次期整備計画の策定にあたっては、「４．アンケート調査の結果や下水道整備に関する要望
等を考慮する。」とありますが、検討にあたっては、令和3年11月26日付事務連絡において、
産業経済部から要望いたしました狭山湖第１駐車場内観光用トイレの下水道整備についても
ご考慮いただきますようお願いいたします。

変更・修正等は特にありません。 商業観光課
現時点で具体的な整備対象区域をお示しすること
はできませんが、ご意見として承ります。

2 4
題名の変更又は小見出しをつける。
また、次期整備計画の事項「1.」は、市の事情であり、整備方針の項目となるには指標として
難しいと思われる。

1～3段落目が方針でなく概要と思われるため。
道路建設課 ご意見を踏まえ修正します。

- その他
所沢市生活排水処理計画（以下「本計画」という）との整合を図り、本計画は改正しないのか
伺います。
なお、本計画を改正する場合は、資源循環推進課と協議するよう希望します。

資源循環推進課

生活排水処理基本計画については、埼玉県生活
排水処理施設整備構想及び所沢市一般廃棄物処
理計画との整合を図るため、必要に応じて改正を
行う予定です。また、改正の際には協議をお願い
します。

- その他
公共浄化槽の設置については、検討されたのでしょうか。あくまでも、各戸からの放流先とし
ての管渠の整備と下水道整備の間で、経済的比較したという理解でよろしいか伺います。

資源循環推進課

今回の検討では、埼玉県生活排水処理施設整備
構想及び所沢市生活排水処理基本計画との整合
を図るため、個人設置型の合併浄化槽を想定した
検討を行っています。

参考 検討単位ブロックの設定
合わせて１０００人近くの利用者がいる公共施設の北野小学校(約５００名)と北野中学校(約４
５０名)を早期に整備対象区域としてほしい。

実施により、下水道整備費用の経済性が見込まれるため。 教育施設課
現時点で具体的な整備対象区域をお示しすること
はできませんが、ご意見として承ります。
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４－３－３ 今後の市街化調整区域の下水道整備方針（素案）に関

するパブリックコメント 

 

１ 意見募集の概要 

（１）募集期間 

   令和５年９月４日（月）～令和５年１０月３日（火） 

（２）意見受付 

   直接持参、郵送、FAX、電子メール、電子申請 

 

２ 意見応募 

（１）応募人数   ９名（個人 ９名、団体 ０団体） 

（２）意見総数  １１件 

（３）意見の内訳 

   ・全般                      ３件 

   ・今後の市街化調整区域の下水道整備方針（素案）  ２件 

   ・市に対する要望                 ６件 

 

３ 意見と意見に対する市の考え方の公表 

（１）公表期間 

   令和５年１１月１７日（金）～令和５年１２月１５日（金） 

（２）公表方法 

   ・市ホームページへの掲載 

・下水道整備課、市政情報センター、各まちづくりセンターの窓口での閲覧・配布 

（３）意見と意見に対する市の考え方 

   下記のとおり 
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